
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土の偉人「西田幾多郎」から生き方を学ぶ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思春期講座 
１１月２１日（木）に２年生を対象に思春期講座が行われ、講師として「星の子助産院」院長の坂谷理恵

子さんをお招きし、これまでのご自身の体験を通して、家族のあり方や命の尊さについてわかりやすくお

話ししていただきました。男子生徒が妊婦役や胎児役になって、赤ちゃんが子宮の中にいる感覚や、お母さ

んが赤ちゃんを身ごもっているときの大変さなどを体験できたようでした。将来彼らが親になったときに

どのような心構えが必要かを学べたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒感想より】 

思春期講座を通して、命の大切さや尊さを感じることができました。赤ちゃんがいるお腹のことや、実際

に赤ちゃんがいるときに感じることなど、普段知ることのできないことを知ることができたのでよかった

です。赤ちゃんの人形をだっこしてみたときに、とても重みを感じ、これが命なんだと思いました。 

性についても、正しい知識を得ることができたし、人が生きていくうえでとても大切なことだと分かり

ました。生と性について深く考えることができたし、自分の心や体と向き合うことはとても大切で、他人と

比べずに自分は自分の姿で向き合っていくんだと感じました。 

２学期もあと１７日、今年もあと２９日！ 
  もう少しで令和６年が終わろうとしています。１，２学期を振り返ってみて２年生の皆さんはどんな感

想を持ったでしょうか。県内では、自然による災害に見舞われたりするなど、いろいろなことがあった年

でした。そのような中で２年生の皆さんは年が明ければいよいよ３年生になるための大切な準備期間に入

ります。来年度のいいスタートを切るためにも今一度自分の生活を見なおし、良い形で１年の締めくくり

をしてほしいと思います。 

高松中学校                                  令和６年１２月 ２日 

２年学年だより Ｎｏ．９ 

 

 

 

高松中学校校長  塚田 秀和 

２年学年主任   山崎 雅子 

 

 １１月６日（水）に西田幾多郎記念哲学館を訪問し、館内見学や同館の研究員の講話を聴きました。この学習で

郷土が生んだ世界的哲学者の生き方や考え方に触れ、向学心や努力の大切さを改めて学ぶことができたのではない

かと思います。 

 



FT【社長に学ぶ】～求められる人材とは～ 
 

１１月６日（水）FT の進路学習として、芝寿し社長の梶谷真康氏を講師にお迎えし、「求められ
る人材」についてお話していただきました。有名な会社の社長とあって、生徒たちは興味を持って
聞く姿がありました。生徒たちの感想を紹介します。 

 
 
今日学んだ事は、自分の夢を持つだけでじゃなく自分は何のために生きるのか、自分の気持ちを表面に表して、

自分らしさを出すことが大切だと思いました。今日学んだ事をこれからの私生活、習い事の野球に活かしていきた
いと思いました。                                                                            南 堅心 

 
今日の芝寿し社長さんからの話で「求められる人材」について学べました。今日した、will do be リストは、20分

間のあいだでは埋まらなかったけれど、その20分間で自分と見つめ合うことができたのではないかと思いました。
今日の話を忘れず、今後またライフプランを立て直してみたいと思いました。                     三浦 叶愛 

 
 とても有名な会社の社長さんが講和をしてくださると聞いて、僕はとても楽しみにしていました。やりたいことを
100 個書くというのでは、最初はいっぱい出てきたけど、次第になかなか出てこなくなって難しかったです。この話
を将来の自分に活かしたいです。                                                          古谷 優空 
 
 この講話を聞いて、人は幸せのために働いている事と、ほとんどの人がその幸せが分からないということもわかり
ました。最後に本当に幸せになれる人はやりたいことがクリアになっているということも分かりました。 

幾地 悠隼 
 

 ｗill do be リストをした時、日々、欲に溢れて生活していたから、すぐに埋まるだろうと考えていたけど、実際にし
てみて埋まったのは 20個ぐらいでwill do be リストをやってみてやりたいことが思ったより少ないんだなと思い
ました。したい事を見つけるには、いろんな事をやってみて自分に合うことだけ続けてみれば自分が本当にやりたか
ったことが見えてくると分かりました。                                          兼島 秋香 
 
 最後におっしゃっていた「思い続けることで人生は幸せになる」ということが、夢プロジェクト講和の「思うはまねく」
に似ていて、それだけ人生には思い続けることが大事なんだと改めて思いました。自分が何をしたいか、明確にさせ
るためにwill do beの 100 リストを完成させて、想像しようと思ったし、想像だけではなく、それを実現させるた
めに今できることを考え、実行していきたいです。                                 安江 紗梨奈 
 
私はただ「幸せ」になりたいと思っていたけど、「どう幸せになりたいか」と聞かれて、具体的には考えたことはなかっ
たので、いい考える機会になりました。私は人を笑顔にすることが得意なので、笑顔を見て、幸せになりたいと思い
ました。                                                               竹内 寧 
 
 今日の講話を聞いて、人は何のために生きるのかを深く考える時間になりました。will do be リストを書いて、自
分の中にかくれていた、したい事や欲しいものがたくさん出てきて、自分でも驚きました。家に帰ってまたゆっくり
将来について考えたいと思います。                                            瀬戸 梨愛 
 
 幸せにはいろんな形があることが分かりました。自分は、誰かに感謝されたときが一番嬉しいと感じるけど、お金
持ちにもなりたいし、友達とも遊んでいたいので、新しく“自分の幸せ”について考えるいい機会になりました。 
                                                                   丸岡 心美 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の行事予定  

１１月 ３日（火）県評価問題（国・数・理） 

   ５日（木）理科小テスト 

  １２日（木）英テスト・専門プロ委 

  １６日（月）生徒議会 

  １８日（水）２年読み聞かせ 

 

   

 

１９日（木）保護者懇談１日目（午後～） 

２０日（金）保護者懇談２日目（午後～） 

２５日（水）終業式（４限※給食後下校） 

       

 

☆学校評価アンケート（保護者）11／29（金）～12／6（金）フォームで回答お願いします。 

冬休みの連絡は、冬休み直前号でお知らせします。 


